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株式会社ギデオン

「メールサーバに簡単導入のウイルス＆スパム対策」



スパム対策の重要性

スパムメールとは

一方的に大量配信される不用なメール。商業宣伝・広告、デマやいたずらのチェー

ンメールなど種類もさまざま、発信元を偽り無差別に配信し、中には不正なメール

サーバ利用もあります。その被害はウイルスの次に多く、スパイウェアや個人情報

の流出、ワンクリック詐欺など今や社会問題とされています。

　業務効率の悪化　　　　→　スパム選別の無駄な時間

　インフラへの負荷　　　→　メールサーバ処理能力低下、ネットワーク負荷

　セキュリティへの脅威　→　ウイルス、スパイウェア、フィッシング詐欺

しかし企業では、スパム対策にコストの高い機器や、設定が煩雑なソフトウェアの

導入に対しては抵抗があります。さらに不正確なスパム判定で間違って重要なメー

ルをスパムと判断されては導入した意味がありません。



　稼働しているＬｉｎｕｘメールサーバに

　アンチウイルス機能＋アンチスパム機能

　を追加するソフトウェア。

　　　　　　　　　↓

・ＭＴＡアドオンタイプで容易なインストール＆セットアップ

・他のネットワーク機器を気にせず導入可能

・ウイルス対策とスパム対策を、一台のメールサーバで効率よく運用

・スパムメールの検知率、９５％

・自動アップデート機能で日々の管理は必要なし

・誤検知率を低減させるスコアロジック機能

・メールサーバー内で動作するため、セキュリティポリシーは維持

・既存ネットワークの設定変更は不要

ギデオン アンチウイルス アンチスパムＰｌｕｓとは？



アンチスパムＰｌｕｓの特徴は？

・これまでのアンチスパムソフトではおもにベイジアン理論（用語に依存した条件

　確率）が用いられていましたが、「アンチスパムＰｌｕｓ」ではこれに加えて、

　スパムデ‐タベ‐ス（メ‐ル発信元ＵＲＬ・発信元のＩＰアドレス等）とメール

　を照合することで、検知率アップを実現しました。

・一般的なアンチスパムソフトは、スパム検出結果をクライアントに通知する

　ものがほとんどです。これでは、メールを削除する作業は変わらないので、

　業務の効率化は図れません。当社アンチスパムＰｌｕｓは、スパムメール転送

　機能により、クライアントには直接届きません。（管理者設定によりクライアン

　トに届けることも可能です。）
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基本機能・特徴

アンチスパム機能

・スパムメールの検知率９５％

・メールヘッダ解析、メッセージ本文のフルテキスト解析、メールシグニチャ

　データベース、ＤＮＳルックアップ、ＵＲＬデータベース解析、ユーザー定義

　などによる複合解析

・スパムＤＢの自動更新

・スパムメール転送機能

・スパム判定ロジックのカスタマイズ（自由度の高いポリシー設定）

・ＷＥＢ管理インターフェース　など

アンチウイルス機能

・カスペルスキー社アンチウイルスエンジン

・一時間ごとのウイルス定義ファイル自動更新

・検出エンジン、解析モジュールの自動アップデート

・ウイルス検知時のメール通知機能

・月次レポート、ログの管理機能

・ＷＥＢ管理インターフェース　など



既存ユーザさまへの乗り換え価格

契約期間途中で、アンチスパムＰｌｕｓに移行

　・ギデオン アンチウイルス メールサーバ Ｖｅｒ.３をお使いのお客さま
　　「Ｖｅｒ.３」と「アンチスパムＰｌｕｓ」の新規価格の差額の１／２

　・アンチウイルス Ｖｅｒ.２をお使いのお客さま

　　 「Ｖｅｒ.３」と「アンチスパムＰｌｕｓ」の新規価格の差額の１／２

　　　※Ｖｅｒ.３へのバージョンアップ手数料　￥２０，０００は無償です。

契約更新時に、アンチスパムＰｌｕｓに移行

　・ギデオン アンチウイルス メールサーバ Ｖｅｒ.３をお使いのお客さま
　　「アンチスパムＰｌｕｓ」の更新価格を新たに適用

　・アンチウイルス Ｖｅｒ.２をお使いのお客さま

　　 「アンチスパムＰｌｕｓ」の更新価格を新たに適用

　　　※Ｖｅｒ.３へのバージョンアップ手数料　￥２０，０００は無償です。



動作環境

・Ｌｉｎｕｘカーネル　ｘ８６アーキテクチャ

・ｇｌｉｂｃ ２.２以降

・ｓｅｎｄｍａｉｌ　 ８．９．３以降

・ｑｍａｉｌ １.０３以降

・ｐｏｓｔｆｉｘ ０.０.２００００５２９以降

対応Ｌｉｎｕｘディストリビューション

・ＲｅｄＨａｔ Ｌｉｎｕｘ　７.１／７.２／７.３／８／９

・ＲｅｄＨａｔ ＥＬ　ＡＳ／ＥＳ／ＷＳ　２.１／３／４

・Ｆｅｄｏｒａ Ｃｏｒｅ　１／２／３／４

・Ｄｅｂｉａｎ　２／３（ｐｏｔａｔｏ／ｗｏｏｄｙ／ｓａｒｇｅ）

・ＳｕＳＥ Ｌｉｎｕｘ

・Ｔｕｒｂｏｌｉｎｕｘ　６.５／７／８／１０　Ｓｅｒｖｅｒ

・Ｔｕｒｂｏｌｉｎｕｘ　ＡｐｐｌｉａｎｃｅＳｅｒｖｅｒ　１.０／２.０

・その他　商用／フリーのディストリビューション

※ＳｕｎＣｏｂａｌｔ後継機につきましてはお問い合わせください。



管理インターフェース（デフォルト画面）




